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1 未来を支えるセンシング技術

センシング技術は，世界に新たな時代の幕開けを告げる．2020 年には東京でオリンピックが開催される

ことが決まり，様々な科学技術の革新が要求されている．例えば，自動車の自動運転技術や多言語解釈ので

きるロボット，3D 映像技術などがあげられる．これらの技術には，様々なセンサーが必要になる．そのた

め，センシング技術の発展が東京オリンピックの成功の鍵であることは言うまでもない．また，これを受けて

“Trillion Sensors Universe” という構想を具現化しようという趨向がある．この構想は，毎年 1兆個を超え

るセンサーを活用しようとするものである．“Trillion Sensors Universe” という構想が実現されれば，身の

回りの電子機器のみならず，エレクトロニクス化されていない様々なものがネットワークにつながれ，私たち

の取り巻く環境をより至便で満足なものにしてくれるのだ．本講演では，センシング技術について俯瞰するこ

とで見えてくる，センシング技術によって導かれる新しい時代について紹介したい．

2 センシング技術

2.1 センサーとは

今日の私たちの生活にはセンシング技術が溢れている．その例として，スマートフォンなどのタッチパネル

があげられる．ここでは，触れることで生じる機械的信号を電気信号に変換している．他にも，自動ドアの人

感センサーなどがあげられ，人間から出る光 (赤外線)信号を電気信号に変換している．このように，センサー

とは，圧力を電気に変換する，あるいは光を電気に変換するといった，ある物理量による信号をまた違う種類

の物理量による信号に変換するものである．このような，信号を別の種類の信号に変換する今日のセンシング

技術は，半導体や誘電体の物理的な性質を利用して実現されている．

2.2 圧電体

絶縁体 (半導体)では，電子が原子核の周りに束縛された状態にあり，電界をかけても電流が生じない．電

子が束縛されてはいるが，電界をかけると電界を打ち消すように電子はわずかに変位し，内部で双極子モーメ

ント (正と負の電荷の組)が現れる．こうして，分極 (正負の電荷が電界によってずれる現象)が生じる．この

ような性質を誘電性とよび，誘電性を有する物質を誘電体という．

誘電体に電界をかける場合に分極が生じるが，電界をかける以外の方法で，誘電体に分極が生じることがあ

る．その方法とは，誘電体に応力をかけることである．このように，応力によって分極を生じる誘電体を特に

圧電体という．圧電体は，電気機械変換 (電気信号と機械的信号の間を変換する)素子として非常に有用であ

る．圧電体はスマートフォンなどといった，今日の最先端技術を支えており，そして，未来のセンシング技術

において，根幹をなす材料となるのである．
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3 講演内容

冒頭で，センシング技術がいかに有用で未来の世界に不可欠なものであるかについて，東京オリンピックや

“Trillion Sensors Universe” と絡めて言及する．次に，センサーが私たちの生活でどのように活用されてい

るかを紹介し，センサーとはどのようなものかについて見る．そして，様々なセンサーを実現する材料の中で

も，“Trillion Sensors Universe”を具現化するのに枢要な役割を果たすであろう圧電体に焦点をあてる．そ

の後，圧電体の代表例である PZT(チタン酸ジルコン酸鉛 Pb(TixZr1−x)O3 )を例に取り，圧電体の機構など

について見ていく．最後に，具体的に圧電体がセンシング技術にどのように役立つのかについて見ていき，セ

ンシング技術が導く新たな世界へと招待したい．
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